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第一部 【企業情報】 

  

第１ 【企業の概況】 

  

１ 【主要な経営指標等の推移】 

  

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。 

２．完成工事高には、消費税等は含まれていない。 

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載していない。

  

回次 
第72期 

第２四半期 
連結累計期間 

第73期 
第２四半期 
連結累計期間 

第72期 

会計期間 

自  平成25年 
    ４月１日 
至  平成25年 
    ９月30日 

自  平成26年 
    ４月１日 
至  平成26年 
    ９月30日 

自  平成25年 
    ４月１日 
至  平成26年 
    ３月31日 

完成工事高 (百万円) 50,747 42,378 170,157 

経常利益 (百万円) 1,253 272 12,135 

四半期(当期)純損益 (百万円) 357 △27 6,697 

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 2,403 2,262 8,357 

純資産額 (百万円) 108,261 116,252 113,478 

総資産額 (百万円) 163,758 172,581 193,653 

１株当たり四半期(当期)純損益 (円) 5.81 △0.44 108.94 

潜在株式調整後１株当たり四半期
(当期)純利益 

(円) ― ― ― 

自己資本比率 (％) 61.38 62.56 54.49 

営業活動による 
キャッシュ・フロー 

(百万円) 5,526 3,600 11,344 

投資活動による 
キャッシュ・フロー 

(百万円) △1,775 △8,057 △4,550 

財務活動による 
キャッシュ・フロー 

(百万円) △1,059 △1,107 △1,267 

現金及び現金同等物の 
四半期末(期末)残高 

(百万円) 22,055 19,327 24,892 
 

回次 
第72期 

第２四半期 
連結会計期間 

第73期 
第２四半期 
連結会計期間 

会計期間 

自  平成25年 
    ７月１日 
至  平成25年 
    ９月30日 

自  平成26年 
    ７月１日 
至  平成26年 
    ９月30日 

１株当たり四半期純利益 (円) 18.50 9.86 
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２ 【事業の内容】 

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はない。また、主要な関係会社に異動はない。 
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第２ 【事業の状況】 

  

１ 【事業等のリスク】 

当第２四半期連結累計期間において、重要な変更又は新たに発生した事業等のリスクはない。 

  

２ 【経営上の重要な契約等】 

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。 

  

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】 

(1) 業績の状況 

当第２四半期連結累計期間の国内経済は、政府や日銀による経済・金融政策の効果などを背景に、景気は緩やか

な回復基調を続けたが、消費税率引き上げに伴う影響や海外景気の下振れ懸念など依然として先行きが不透明な状

況で推移した。当建設業界における受注環境は、公共投資は堅調に推移し、民間設備投資も企業収益の改善の兆し

などを背景に増加傾向で推移した。 

このような状況の中で、当社グループは営業体制の強化を図り、グループを挙げて新規工事の受注確保に努めた

結果、当第２四半期連結累計期間の連結受注高は552億円（前年同四半期比81％）となり、連結売上高は423億円

（前年同四半期比84％）となった。 

利益については、連結営業損失は15百万円（前年同四半期は連結営業利益９億73百万円）、連結経常利益は２億

72百万円（前年同四半期比22％）となった。また連結純損失は27百万円（前年同四半期は連結純利益３億57百万

円）となった。 

なお、当社グループの業績の特性として、販売費及び一般管理費等の固定費は１年を通して恒常的に発生するも

のの、売上高は第４四半期に集中する季節的要因がある。 

  

部門別の状況は次のとおりである。 

  

鉄道電気工事部門 

当第２四半期連結累計期間は、主な得意先である東日本旅客鉄道株式会社を始めとするＪＲ各社、鉄道・運輸機

構、公営鉄道及び民営鉄道などに対して組織的営業を積極的に展開し受注の確保に努めた結果、連結受注工事高は

269億47百万円（前年同四半期比76％）となり、連結完成工事高は272億19百万円（前年同四半期比85％）となっ

た。 

  

一般電気工事部門 

当第２四半期連結累計期間は、顧客指向に基づいた積極的な営業活動を展開し受注の確保に努めた結果、連結受

注工事高は185億61百万円（前年同四半期比84％）となり、連結完成工事高は83億16百万円（前年同四半期比93％）

となった。 

  

情報通信工事部門 

当第２四半期連結累計期間は、全国的な受注拡大を図り積極的な営業活動を展開し受注の確保に努めた結果、連

結受注工事高は89億83百万円（前年同四半期比91％）となり、連結完成工事高は57億29百万円（前年同四半期比

66％）となった。 

  

その他 

当第２四半期連結累計期間は、受注高は７億75百万円（前年同四半期比107％）となり、売上高は11億12百万円

（前年同四半期比107％）となった。 

（注）「その他」の事業には、不動産業及びビル総合管理等の関連事業、ソフトウェアの開発及び電気設備の設 

    計等を含んでいる。 
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(2) 資産、負債、純資産の状況に関する分析 

(流動資産) 

当第２四半期連結会計期間における流動資産の残高は、1,038億43百万円（前連結会計年度末は1,286億88百万

円）となり、248億45百万円減少した。減少した主な要因は、未成工事支出金等（239億56百万円から430億66百万円

へ191億10百万円増）が増加したが、受取手形・完成工事未収入金等（757億52百万円から301億64百万円へ455億88

百万円減）が減少したことである。 

  

(固定資産) 

当第２四半期連結会計期間における固定資産の残高は、687億38百万円（前連結会計年度末は649億64百万円）と

なり、37億73百万円増加した。増加した主な要因は、投資有価証券（257億95百万円から291億81百万円へ33億85百

万円増）が増加したことである。 

  

(流動負債) 

当第２四半期連結会計期間における流動負債の残高は、407億29百万円（前連結会計年度末は641億61百万円）と

なり、234億31百万円減少した。減少した主な要因は、支払手形・工事未払金等（438億24百万円から233億57百万円

へ204億66百万円減）及び未払法人税等（45億75百万円から７億40百万円へ38億35百万円減）が減少したことであ

る。 

  

(固定負債) 

当第２四半期連結会計期間における固定負債の残高は、155億99百万円（前連結会計年度末は160億13百万円）と

なり、４億14百万円減少した。 

  

(純資産) 

当第２四半期連結会計期間における純資産の残高は、1,162億52百万円（前連結会計年度末は1,134億78百万円）

となり、27億73百万円増加した。増加した主な要因は、利益剰余金（859億51百万円から863億97百万円へ４億45百

万円増）及びその他有価証券評価差額金（58億３百万円から77億21百万円へ19億18百万円増）が増加したことであ

る。 

  

(3) キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物の四半期末残高は、営業活動による資金の増加があった

ものの、投資活動及び財務活動による資金の減少により、前連結会計年度末から55億64百万円減少し、193億27百万

円となった。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、36億円の資金増加（前第２四半期連結累計期間比19億26百万円減少）と

なった。これは、売上債権の減少額455億88百万円等による資金増加要因と、仕入債務の減少額204億66百万円及び

未成工事支出金等の増加額191億10百万円等による資金減少要因によるものである。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、80億57百万円の資金減少（前第２四半期連結累計期間比62億81百万円減

少）となった。これは、有価証券の純増加額56億92百万円及び有形固定資産の取得による支出16億９百万円等によ

るものである。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、11億７百万円の資金減少（前第２四半期連結累計期間比47百万円減少）

となった。これは、配当金の支払額９億22百万円及びリース債務の返済による支出１億81百万円等によるものであ

る。 

  

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第２四半期連結累計期間において、重要な変更又は新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題はな

い。 

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めていない。 

  

(5) 研究開発活動 

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、86百万円である。 

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はない。 
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第３ 【提出会社の状況】 

  

１ 【株式等の状況】 

(1) 【株式の総数等】 

① 【株式の総数】 

  

② 【発行済株式】 

(注) 当社は平成26年４月１日をもって１単元の株式数を1,000株から100株に変更している。 

  

(2) 【新株予約権等の状況】 

該当事項なし。 

  

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】 

該当事項なし。 

  

(4) 【ライツプランの内容】 

該当事項なし。 

  

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】 

  

種類 発行可能株式総数(株) 

普通株式 198,000,000 

計 198,000,000 
 

種類 
第２四半期会計期間末
現在発行数(株) 
 (平成26年９月30日) 

提出日現在発行数(株) 
 (平成26年11月10日) 

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名 

内容 

普通株式 65,337,219 同左 
東京証券取引所 
市場第一部 

単元株式数 
100株 

計 65,337,219 同左 ― ― 

 

年月日 
発行済株式
総数増減数 
  (千株) 

発行済株式
総数残高 
  (千株) 

資本金増減額 
(百万円) 

資本金残高 
(百万円) 

資本準備金
増減額 
 (百万円) 

資本準備金
残高 
 (百万円) 

平成26年７月１日～ 
平成26年９月30日 

― 65,337 ― 8,494 ― 7,792 
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(6) 【大株主の状況】 

(注) １．上記信託銀行の所有株式数のうち、信託業務に係る株式を以下のとおり含んでいる。 

２．当社は自己株式3,822千株を保有している。 

  

  

 

    平成26年９月30日現在 

氏名又は名称 住所 
所有株式数 
(千株) 

発行済株式 
総数に対する 
所有株式数 
の割合(％) 

東日本旅客鉄道株式会社 東京都渋谷区代々木２丁目２-２ 10,810 16.54 

日本トラスティ・サービス信託銀
行株式会社 

東京都中央区晴海１丁目８-11 4,253 6.51 

日本電設工業共済会 東京都台東区池之端１丁目２-23 3,073 4.70 

日本コンクリート工業株式会社 東京都港区芝浦４丁目６－14 3,040 4.65 

みずほ信託銀行株式会社 退職給
付信託 みずほ銀行口 再信託受
託者 資産管理サービス信託銀行
株式会社 

東京都中央区晴海１丁目８-12 
晴海アイランドトリトンスクエア 
オフィスタワーＺ棟 

3,031 4.64 

ＮＤＫグループ従業員持株会 東京都台東区池之端１丁目２-23 2,645 4.05 

日本マスタートラスト信託銀行株
式会社 

東京都港区浜松町２丁目11-３ 2,483 3.80 

ＣＭＢＬ Ｓ．Ａ．ＲＥ ＭＵＴ
ＵＡＬ ＦＵＮＤＳ 
（株式会社みずほ銀行決済営業
部） 

ＷＯＯＬＧＡＴＥ ＨＯＵＳＥ，ＣＯＬＥＭ
ＡＮ ＳＴＲＥＥＴ ＬＯＮＤＯＮ ＥＣ２
Ｐ ２ＨＤ，ＥＮＧＬＡＮＤ 
（東京都中央区月島４丁目16－13） 

1,414 2.16 

新日本空調株式会社 東京都中央区日本橋浜町２丁目31-１ 1,000 1.53 

株式会社岡村製作所 神奈川県横浜市西区北幸２丁目７-18 840 1.29 

計 ― 32,591 49.88 
 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 4,253千株

みずほ信託銀行株式会社 退職給付信託 みずほ銀行口  

再信託受託者 資産管理サービス信託銀行株式会社 

3,031千株

日本マスタートラスト信託銀行株式会社 2,483千株
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(7) 【議決権の状況】 

① 【発行済株式】 

(注) １．「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株(議決権の数20個)含まれて

いる。 

    ２．当社は平成26年４月１日をもって１単元の株式数を1,000株から100株に変更している。 

  

② 【自己株式等】 

  

２ 【役員の状況】 

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はない。 

  

  

 

      平成26年９月30日現在 

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容 

無議決権株式 ― ― ― 

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ― 

議決権制限株式(その他) ― ― ― 

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 4,332,300 
 

― ― 

完全議決権株式(その他) 普通株式 60,963,000 
 

609,630 ― 

単元未満株式 普通株式 41,919 
 

― ― 

発行済株式総数   65,337,219 
 

― ― 

総株主の議決権 ― 609,630 ― 
 

    平成26年９月30日現在 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所 
自己名義所有
株式数(株) 

他人名義所有
株式数(株) 

所有株式数の
合計(株) 

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％) 

日本電設工業株式会社 
東京都台東区池之端
１丁目２－23 

3,822,000 ― 3,822,000 5.85 

永楽電気株式会社 
東京都品川区大崎 
１丁目19－２ 

74,100 ― 74,100 0.11 

株式会社三工社 
東京都渋谷区幡ヶ谷
２丁目37－６ 

281,100 ― 281,100 0.43 

株式会社新陽社 
東京都港区芝３丁目
４－13 

155,100 ― 155,100 0.24 

計 ― 4,332,300 ― 4,332,300 6.63 
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第４ 【経理の状況】 

  

「四半期連結財務諸表の作成方法について」 

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」(昭和24年建設省令第14号)に準じて記載している。 

  

「監査証明について」 

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成26年７月１日から平成

26年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、監査法人青柳会計事務所による四半期レビューを受けている。 
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１ 【四半期連結財務諸表】 

(1) 【四半期連結貸借対照表】 

  

                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金預金 14,892 12,128 

    受取手形・完成工事未収入金等 75,752 30,164 

    有価証券 10,000 12,892 

    未成工事支出金等 23,956 43,066 

    繰延税金資産 2,912 3,431 

    その他 1,177 2,161 

    貸倒引当金 △1 △0 

    流動資産合計 128,688 103,843 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物・構築物（純額） 16,556 16,959 

      土地 13,338 13,523 

      その他（純額） 4,219 4,024 

      有形固定資産合計 34,113 34,507 

    無形固定資産 2,613 2,848 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 25,795 29,181 

      繰延税金資産 1,300 1,180 

      その他 1,165 1,042 

      貸倒引当金 △22 △21 

      投資その他の資産合計 28,237 31,382 

    固定資産合計 64,964 68,738 

  資産合計 193,653 172,581 

負債の部     

  流動負債     

    支払手形・工事未払金等 43,824 23,357 

    短期借入金 350 350 

    未払法人税等 4,575 740 

    未成工事受入金 4,238 8,245 

    完成工事補償引当金 28 29 

    工事損失引当金 1,877 1,991 

    賞与引当金 4,544 3,041 

    役員賞与引当金 68 11 

    その他 4,654 2,964 

    流動負債合計 64,161 40,729 

  固定負債     

    役員退職慰労引当金 283 257 

    退職給付に係る負債 14,669 12,064 

    その他 1,059 3,277 

    固定負債合計 16,013 15,599 

  負債合計 80,174 56,329 
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                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 8,494 8,494 

    資本剰余金 7,792 7,792 

    利益剰余金 85,951 86,397 

    自己株式 △1,788 △1,788 

    株主資本合計 100,449 100,894 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 5,803 7,721 

    退職給付に係る調整累計額 △724 △653 

    その他の包括利益累計額合計 5,079 7,067 

  少数株主持分 7,949 8,289 

  純資産合計 113,478 116,252 

負債純資産合計 193,653 172,581 
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 

【四半期連結損益計算書】 

【第２四半期連結累計期間】 

                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

完成工事高 50,747 42,378 

完成工事原価 44,149 36,900 

完成工事総利益 6,598 5,478 

販売費及び一般管理費 ※1  5,624 ※1  5,493 

営業利益又は営業損失（△） 973 △15 

営業外収益     

  受取利息 21 21 

  受取配当金 258 278 

  その他 104 112 

  営業外収益合計 384 412 

営業外費用     

  支払利息 0 0 

  持分法による投資損失 104 124 

  その他 0 0 

  営業外費用合計 104 124 

経常利益 1,253 272 

特別利益     

  固定資産売却益 23 309 

  特別利益合計 23 309 

特別損失     

  投資有価証券評価損 - 2 

  固定資産除売却損 31 34 

  その他 0 - 

  特別損失合計 31 37 

税金等調整前四半期純利益 1,245 545 

法人税等 585 284 

少数株主損益調整前四半期純利益 660 260 

少数株主利益 302 288 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 357 △27 
 

─ 11 ─



【四半期連結包括利益計算書】 

【第２四半期連結累計期間】 

                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 660 260 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 1,734 1,921 

  退職給付に係る調整額 - 70 

  持分法適用会社に対する持分相当額 8 9 

  その他の包括利益合計 1,743 2,001 

四半期包括利益 2,403 2,262 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 2,087 1,961 

  少数株主に係る四半期包括利益 315 300 
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

  

                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー     

  税金等調整前四半期純利益 1,245 545 

  減価償却費 1,396 1,456 

  貸倒引当金の増減額（△は減少） △5 △2 

  完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 2 1 

  工事損失引当金の増減額（△は減少） 65 113 

  賞与引当金の増減額（△は減少） △932 △1,503 

  役員賞与引当金の増減額（△は減少） △47 △57 

  
退職給付及び役員退職慰労引当金の増減額（△
は減少） 

295 - 

  退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - △242 

  役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） - △26 

  受取利息及び受取配当金 △280 △300 

  支払利息 0 0 

  持分法による投資損益（△は益） 104 124 

  有形固定資産除売却損益（△は益） 7 △275 

  投資有価証券売却及び評価損益（△は益） - 2 

  売上債権の増減額（△は増加） 39,361 45,588 

  未成工事支出金等の増減額（△は増加） △15,730 △19,110 

  仕入債務の増減額（△は減少） △17,484 △20,466 

  未成工事受入金の増減額（△は減少） 1,911 4,006 

  その他の資産の増減額（△は増加） 691 △1,023 

  その他の負債の増減額（△は減少） △1,687 △1,250 

  その他 △23 67 

  小計 8,891 7,646 

  利息及び配当金の受取額 316 370 

  利息の支払額 △0 △0 

  法人税等の支払額 △3,681 △4,416 

  営業活動によるキャッシュ・フロー 5,526 3,600 

投資活動によるキャッシュ・フロー     

  有価証券の純増減額（△は増加） - △5,692 

  有形固定資産の取得による支出 △1,550 △1,609 

  有形固定資産の売却による収入 60 350 

  無形固定資産の取得による支出 △112 △623 

  投資有価証券の取得による支出 △333 △598 

  投資有価証券の売却による収入 - 10 

  貸付けによる支出 △184 △40 

  貸付金の回収による収入 297 88 

  その他 46 56 

  投資活動によるキャッシュ・フロー △1,775 △8,057 
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                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー     

  短期借入金の純増減額（△は減少） △20 - 

  自己株式の取得による支出 △7 △0 

  リース債務の返済による支出 △169 △181 

  配当金の支払額 △860 △922 

  少数株主への配当金の支払額 △2 △2 

  財務活動によるキャッシュ・フロー △1,059 △1,107 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,690 △5,564 

現金及び現金同等物の期首残高 19,364 24,892 

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  22,055 ※1  19,327 
 

─ 14 ─



【注記事項】 

(会計方針の変更) 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。 以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法についても、

従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごと

の金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更している。 

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減している。 

 この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る資産が119百万円、退職給付に係る負債が2,356

百万円減少し、利益剰余金が1,395百万円増加している。なお、当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常利益

及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微である。 

  
(四半期連結損益計算書関係) 

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりである。 

 ２ 完成工事高の季節的変動 

前第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日） 

当社グループの完成工事高は、契約により工事の完成引渡しが第４四半期連結会計期間に集中しているため、

第１四半期連結会計期間から第３四半期連結会計期間における完成工事高に比べ、第４四半期連結会計期間の完

成工事高が著しく多くなるといった季節的変動がある。 

  

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係) 

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

  

  
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

従業員給与手当 1,790百万円 1,780百万円 

賞与引当金繰入額 793  803  

退職給付費用 235  200  

役員退職慰労引当金繰入額 26  36  

貸倒引当金繰入額 3  △1  

減価償却費 550  427  

        
 

  
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

現金預金勘定 11,757百万円 12,128百万円 

取得日から３か月以内に償還期限の到来
する短期投資（有価証券） 

10,298 7,199 

現金及び現金同等物 22,055 19,327 
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(株主資本等関係) 

前第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日) 

配当金支払額 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日) 

配当金支払額 

  

(セグメント情報等) 

【セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日) 

当社グループは、設備工事業の単一セグメントであるため、記載を省略している。 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日) 

当社グループは、設備工事業の単一セグメントであるため、記載を省略している。 

  

(金融商品関係) 

著しい変動がないため、記載していない。 

  

(有価証券関係) 

著しい変動がないため、記載していない。 

  

(１株当たり情報) 

１株当たり四半期純損益及び算定上の基礎は、以下のとおりである。 

(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していない。     

  

２ 【その他】 

特記事項なし。 

 

決議 株式の種類 
配当金 
の総額 
(百万円) 

１株当たり
配当額 
(円) 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年６月21日 
定時株主総会 

普通株式 861 14 平成25年３月31日 平成25年６月24日 利益剰余金 

 

決議 株式の種類 
配当金 
の総額 
(百万円) 

１株当たり
配当額 
(円) 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成26年６月20日 
定時株主総会 

普通株式 922 15 平成26年３月31日 平成26年６月23日 利益剰余金 

 

  
前第２四半期連結累計期間 
(自  平成25年４月１日 
至  平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自  平成26年４月１日 
至  平成26年９月30日) 

１株当たり四半期純損益 (円) 5.81 △0.44 

（算定上の基礎）       

四半期純損益 (百万円) 357 △27 

普通株主に帰属しない金額 (百万円) － － 

普通株式に係る四半期純損益 (百万円) 357 △27 

普通株式の期中平均株式数 (千株) 61,486 61,473 
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】 

  

          該当事項なし。 
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独立監査人の四半期レビュー報告書 
  

平成26年11月10日

日本電設工業株式会社 

取締役会  御中 

  

  

  

  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本電設工業株

式会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成26年７月１日から

平成26年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年９月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシ

ュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。 

  

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

  

監査人の責任 

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。 

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

  

監査人の結論 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本電設工業株式会社及び連結子会社の平成26年９月30日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

  

利害関係 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以  上 

  

監査法人青柳会計事務所 
 

代表社員 
業務執行社員 

  公認会計士    井  上  靖  秀   印 
 

業務執行社員   公認会計士    小  池  利  秀    印 
 

  

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管している。 

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていない。 
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